
2021 年度後期第６回全学実行委員会 議事要旨 

 

文責 北海道大学大学祭全学実行委員会事務局 事務局長 北澤 剛 

 

本文書では以下の略称を用いる。 

参加者の略称： 

委員長(全学実行委員長) 

局長(全学局長) 

会計(全学会計) 

楡(楡陵祭代表) 

薬(薬学祭代表) 

工(工学祭代表) 

IFF(International Food Festival 代表) 

農(農学祭代表) 

獣医(獣医学祭代表) 

医(医学展代表)  

文(文系祭代表) 

理(理学祭代表) 

 

その他の略称： 

各祭(北大祭を構成する上記の各種学祭) 

委員会(委員会という場合、組織としての全学実行委員会を指す) 

実委(実委という場合、会議としての全学実行委員会を指す) 

事務局(北海道大学大学祭全学実行委員会事務局) 

 

 

1.先日の第 2 回意見交換会の概要について 
 

前回の実委の内容（確認用） 

ア.ガスレンタル 

イ.延期時期について 

前回の実委では延期の可能性が高いと思われたため、以上の議題について扱った。 

 

 

３月 15 日（火）に行われた第２回の大学事務との意見交換会では、 

・6 月対面開催 



・飲食提供 

 

以上 2 点について、実現可能性が高い（※1）という共通認識を大学事務と得ることができ

た。 

※1 BCP レベル 2 以下かつ現在の感染状況の場合 

 

 

 

2.議題 
①延期時期について 

各祭からの延期時期の第 1希望 

獣：10月第１～3週 

薬：11月上旬 

農：9月第 3週 

文：10月上旬 

医：11月上旬 

楡：8月第 2週 

 

以上のことから、第 2,3 希望まで含めても全ての各祭が都合の良い時期はおそらくないと

思われる。また、対面開催の場合は、オンライン開催と異なり融通が利かない（※2）た

め、延期自体が難しい。 

※2 北大祭自体も 2日間開催になる、など。 

 

【参考】第２回意見交換会における大学事務からの提案 

延期の場合は、縮小版（※3）も検討してほしい。 

（理由） 

延期先で院試などと重なった場合、学部事務が来年の学部祭の開催を許可しないという姿

勢になる可能性もあるため。 

※3 一部の学部祭を行わないといったもの。 

 

②延期先の決定について 

以上のことから、延期先の決定については見送る。 

ア.各祭代表から十分に意見を集めきれていない。 

イ.6月開催の延期が確定しないと、教養棟などの貸し出しの申請ができない。 

ウ.現時点では、6月に対面開催が可能である見込みが十分にある。 

 

 

③要求項目について 

要求項目とは、「北大祭の開催にあたって、大学の施設や物品を利用、借用することや通

常とは異なる、大学側に対してお願いすること」である。 

基本的に事務局内からこれらを収集し、全学実行委員会から文書の形で大学側にお願いし

ている。 

各祭代表者について、何か事務に言いたいことがあれば伝えて欲しい。 

 

【質疑応答】 



農   各学部事務や大学事務の体制などに対する要望を提出することは出来るか。 

委員長 教養棟や教室などについての要求であるため、それは出来ない。 

 

 

 

④コロナ対策費について 

会計より説明 

第 64回北大祭では、食品提供のためにイートインスペースを設置することとなった。屋

外団体の義務となっているイートインスペースの設置に際して、そのテント代およびパー

テーション代を各団体に負担していただきたい。 

それにあたり、費用となる 1,622,500円を、屋外団体の数（130）で割った 12000円を、

全学分担金のほかに徴収したい（端数は全学実行委員会負担）。 

 

【質疑応答】 

獣    コロナ対策費とは、模擬店１つにつき 12000 円負担するということか。。 

委員長 そうである。 

獣   徴収する額の中にテント代とパーテーション代があるが、パーテーションは制作

するのか、それとも出来上がったものを購入するのか。 

委員長 材料を渡して、各団体に制作してもらうことになっている。 

 

楡   各団体の負担額はこの金額で確定なのか。 

委員長 この負担額は概算であり、今後変更する可能性がある。 

楡   2019 年の対面開催では、11000 円を分担している。コロナ対策費を 12000 円で追

加するというのはあまりにも負担が多すぎるのではないか。値段比較などは行っ

たのか。 

委員長 金額については可能な限り全学実行委員会から負担できるように努力する。費用 

の比較検討はしていないので、なるべく安くなるように今一度検討する。 

楡   検討をお願いしたい。お金が理由で参加できない団体が無いようにしていただき

たい。 

 

 

工    テントを持っている団体の自前のテントは使用できるのか。 

委員長  各祭がもともと持っているテントについては認識していなかったので、それを 

もう一度検討して、値段が下がるように検討する。 

工    費用に机や椅子の値段は含まれているのか。 

委員長  高等教育推進機構にある机や椅子が使用できることが確認されている（約 900     

個）。 

 

 

副委員長 団体数が 130 団体に満たなかった場合、区画を減らさなかった場合は全学実行

委員会が負担するのか。 

委員長  なるべく団体に負担がかかるようなことはないような形にする。 

 

農    議決を取る、というのは、予算である 12000 円の可否についての議決を含めて     

議決を取るのか。 

委員長  そうである。 

農    レントオールの準備はとてもありがたいが、横のつながりが強い農学部祭は、 

     ２つの店舗で 1つのテントを借りるなどもできるが、それは可能か。 



委員長  検討しておく。 

農    12000円という対策費は団体によっては高いと言われる可能性があるので、 

もう少し検討していただいて、模擬店にとっても事務局にとってもいい形にな 

るようにしていただきたい。 

 

楡    食品提供をしない屋外団体からも、コロナ対策費は徴収するのか。 

委員長  屋外団体はすべて食品提供するものとして考えていたので、検討する必要があ 

る。委員長としては、免除する方針である。 

 

議決  

棄権 0  非承認 0  承認 8 

                                                  結果 承認 

 

 

 

3.その他 
全学実行委員会は、4/4（月）から、毎週月曜日に行われる予定である。 

 

 

4.本件に係る連絡先 
北海道大学大学祭全学実行委員会 事務局長 北澤 剛(huf@hokudaisai.com) 

                 


